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１．会 務 

（１） 会員の現況 

令和７年３月３１日現在の会員は、下表に示すとおり。 

会 員 別 会 員 数 
令和６年度 

入 会 者 退 会 者 

正会員 １２５ 

事業者 １１２ ２ 

利用者  １３ 

特別会員 ３１ １ 

関連産業会員 ３７ １ １ 

名誉会員 ４ 

計 １９７ １ ４ 

顧問：３名（内名誉会員が３名）（議決権対象は１９３会員） 

（２） 総会 

（２）．１ 臨時総会 

日 時 令和６年４月１５日（月） 

場 所 日本工業用水協会会議室 

会 員 数 １９６会員（令和６年４月１日現在） 

出 席 会 員 ２社員 

代理出席会員 ０社員 

委任状提出会員 ０社員 

議決権行使会員 １６２社員 

 計    １６４社員 

議 題 

議案 理事６名及び監事 1 名選任の件（案） 

概 要 
総会運営要領に基づいて日本工業用水協会高田専務理事が議長に選

出された。会員数及び出席会員数は上記のとおりであり、会員数の過半
数以上の出席があり、定款１８条第１項の規定により、本臨時総会は成
立した。引き続き定款第１８条第３項に基づき、次の役員候補ごとに決
議を行い、理事６名及び監事１名の選任について、定款第２２条（役員
の選任）第１項に基づき承認可決された。
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理事 坂田 一亮 殿、三神 彰 殿、小薗江 実 殿、  
筒井 武志 殿、北川 博一 殿、原 雅人 殿、 

監事 小池 敏哉 殿 
 

（２）．２ 定時総会（第１２回） 

日 時 令和６年６月３日（月） 

場 所 東京ガーデンパレス 高千穂の間 

会 員 数  １９７会員（令和６年６月４日現在） 

出 席 会 員   ９社員 

代理出席会員  １８社員 

委任状提出会員  ２８社員 

議決権行使会員 １０７社員 

        計    １６２社員 

議 題  

（Ⅰ）議案 

第１号議案 令和５年度事業報告（案） 

第２号議案 令和５年度決算報告書（案）及び監査報告書 

第３号議案 役員の選任（案） 

（Ⅱ）報告事項 

(1) 令和６年度事業計画及び令和６年度収支予算書 

(2) 令和７年度工業用水道事業施策に関する要望書 

概 要 

会長の坂田愛知県公営企業管理者企業庁長の挨拶に引き続き、ご来賓とし

て出席いただいた経済産業省吉田地域経済産業政策統括調整官ほか、総務省

大沢自治財政局長、国土交通省水管理・国土保全局中込水資源部長のご祝辞

を頂いた。この他に、ご来賓としてご出席いただいた方々等のご紹介を行っ

た。引き続き会長表彰として功労賞１２名、勤続賞３３名の内、当日参加の

方々の表彰状授与式が執り行われた。 
坂田会長が議長となり、議事の開会を宣言後、出席状況について事務局に

報告を求め、総会成立が報告された。引き続き議事録署名人ついて、議長一

任の発言に基づき、議長の他、一般財団法人造水促進センター 池邊常務、大

成機工株式会社 鈴木特別顧問が選任された。 
各議案について、議長から事務局に議案ごとの説明を求め、事務局から説

明を行い、各議案の承認を求めた。すべて原案どおり可決承認された。 
 

（３）理事会（第６７回～第７０回） 

（３）．１ 第６７回理事会（書面審議） 

日 時 令和６年３月２９日（金） 

議 題 令和６年度日本工業用水協会臨時総会の招集に係る提案 
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定款第３６条に基づき、理事および監事の全員に対し金田会長名で、臨
時総会招集承認に係る書面決議を提案し、理事全員の同意書、監事全員の
通知書を受領し、書面による決議が成立した。

（３）．２ 第６８回理事会（書面審議） 

日 時 令和６年４月１９日（金） 

議 題 代表理事（会長及び副会長）の選定に係る提案 

定款第３６条に基づき、理事および監事の全員に対し弘田副会長名で、

代表理事（会長及び副会長）の選定に係る書面決議を提案し、理事全員の

同意書、監事全員の通知書を受領し、書面による決議が成立した。

坂 田 一 亮 殿を代表理事に選定し、会長とする。

三 神 彰 殿を代表理事に選定し、副会長とし順位は１位とする。 

（３）．３ 第６９回理事会 

日 時 令和６年５月１５日（火） 

場 所 日本工業用水協会 会議室（オンライン併用会議） 

出席者 代表理事（坂田会長）ほか 

 理事 １１名、監事 ３名 

来 賓 経済産業省 湯村工業用水道計画官 

議 題  

第１号議案 令和５年度事業報告（案） 

第２号議案 令和５年度決算報告書（案）及び監査報告書 

第３号議案 入会の承認（案） 

第４号議案 会長表彰受賞候補者の選考（案） 

第５号議案 令和７年度工業用水道事業施策に関する要望書（案）及

び実施（案） 

第６号議案 第１２回定時総会招集及び議題並びに議案概要（案） 

報告事項 

(1) 令和５、６年度のこれまでの事業経過報告 

概 要 

本人確認も含め、出席者の紹介を行った。

会長の坂田愛知県公営企業管理者企業庁長の挨拶に引き続き、ご来賓とし

て出席いただいた経済産業省湯村工業用水道計画官から挨拶をいただいた。 
坂田会長が議長となり、議事の開会を宣言後、出席状況について事務局に

報告を求め、理事会成立が報告された。

各議案について、議長から事務局に議案ごとの説明を求め、事務局から説

明を行い、各議案の承認を求めた。すべて原案どおり可決承認された。

また、事務局から新技術に関する紹介を取りまとめ、月内にホームページ
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上で公開することの説明を行い、承認された。 

 

（３）．４ 第７０回理事会 

日 時 令和７年１月３１日（金） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 オンライン併用会議 

出席者 理事  ９名 
 監事  ２名（ほか来賓１名） 

議 題 第１号議案 令和７年度事業計画（案）について 

第２号議案 令和７年度収支予算書（案）について 

第３号議案 定款の改正（案） 

第４号議案 令和８年度工業用水道事業施策に関する 

要望書(素案)及び 実施（案） 

報告事項 

（１）令和６年度のこれまでの事業経過報告 

（２）各種委員会等報告について 
 

概 要 

本人確認も含め、出席者の紹介を行った。 
会長の坂田愛知県公営企業管理者企業庁長の挨拶に引き続き、ご来賓とし

て出席いただいた経済産業省湯村工業用水道計画官から挨拶をいただいた。 
坂田議長より、議事の開会が宣言され、役員の出席状況について事務局に

報告を求め、理事会成立が報告された。 
各議案について議長から事務局に議案ごとの説明を求め、事務局から説明

を行い、各議案の承認を求めた。すべて原案どおり可決承認された。 
 

（４） 監事会 

日  時  令和６年５月１日（水）（オンライン併用会議） 

出席監事 福島県企業局   草野次長 

  北九州市上下水道局 廣中水道部長 

  大成機工株式会社 鈴木特別顧問 

概 要  

本人確認を含めて、出席者の紹介を行った。 

定款第２４条（監事の職務及び権限）に基づき、監事による令和５年

度事業報告、決算報告書の監査が行われ、会長宛に、それぞれ適正であ

る旨の監査報告書が提出された。 
 

（５）協会運営委員会 

（５）．１ 第１回協会運営委員会 

日 時 令和６年５月９日（木） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 オンライン併用会議 

出席者 加藤委員長（愛知県企業庁）ほか１３名（全１７名） 

議 題  
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１）第６９回理事会提出議案について 

２）その他 

概 要 

委員長挨拶に引き続き、議事の開会宣言後、事務局から委員会成立が報

告された。 
理事会提出の各議案について、委員長から事務局に説明を求め、議案ご

とに承認を受け、原案どおり第６３回理事会議案書とすることが承認され

た。 
 

（４）．２ 第２回協会運営委員会 

日 時 令和７年１月１６日（木） 

場 所 日本工業用水協会 会議室（オンライン併用会議） 

出席者 委員１６名（ほかオブザーバー１名） 

議 題  

１）第７０回理事会議案書について 

２）その他 
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２．工業用水道事業の推進  

 

（１）工業用水道事業施策の要望関連事業 

（１）．１ 令和７年度工業用水道事業施策に関する要望 

日 時 令和６年６月４日（火） 

参加者 坂田会長ほか、１６名 

要望先 経済産業省、総務省、国土交通省、環境省、資源エネルギー庁 

    自由民主党 

概  要 

第６９回理事会で承認された要望事項等について、正副会長、事務局等

で構成する要望団により、、経済産業省地域基盤整備課、資源エネルギー

庁、国土交通省水管理・国土保全局水政課、総務省自治財政局公営企業経

営室、環境省環境再生・資源循環局あて、要望活動を行った。なお、各省

庁との意見交換のうち経済産業省においては、吉田調整官、向野課長を交

え実施された。 

６月６日に自由民主党本部へ要望書を提出（事務局対応）。 
 

（１）．２ 経営・協会運営合同委員会（第１回） 

日 時 令和６年５月９日（木） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 オンライン併用会議 

出席者 経営委員会委員１２名、協会運営委員会委員１５名 

議 題  

１）工業用水道事業施策に係る令和７年度要望書(案)について 

２）その他 

 

（１）．３ 経営・協会運営合同委員会（第２回） 

日 時 令和６年１１月５日（火） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 オンライン併用会議 

出席者 経営委員会委員１２名、協会運営委員会委員１４名 

議 題  

１）令和８年度要望案について 
２）その他 
 

（１）．４ 令和８年度工業用水道事業施策要望に係る意見交換 

日 時 令和６年１１月２０日（水） 

参加者 １３名（オンライン参加 １１サイト） 

意見交換先 経済産業省、国土交通省 

  



－ 7 － 

３．事 業  

 

（１） 調査研究に関する業務 

（１）．１ 工業用水道事業研究大会（オンライン併用開催） 

日 時 令和７年１月２９日（水） 

場 所 アルカディア市ヶ谷 （５階 大雪） 

出席者 １２７名（うちオンライン参加 ２５名） 

来 賓 経済産業省地域産業基盤整備課 湯村工業用水道計画官 ほか

２名 

総務省自治財政局公営企業経営室 内村室長 ほか１名 

指定課題 ６件 
自由課題 ６件 
概要 
事務局の開会挨拶に引き続き、大瀧技術委員会委員長、総務省橋本公

営企業経営室長並びに経済産業省湯村工業用水道計画官からそれぞれご

挨拶をいただいた。  

    座長団の進行で指定課題及び自由課題に関するアンケートとりまとめ

結果の説明と事例紹介が報告された。研究大会での討論を通じて技術継

承や経営改善につながる情報提供ができた。 
    
（１）．２ 第６０回研究発表会（オンライン併用開催） 

日 時 令和７年１月３０日（木） 

場 所 アルカディア市ヶ谷 （６階 阿蘇） 

出席者 １２７名（うちオンライン参加 ２５名） 

表 彰 論文賞１編、奨励賞１編、日刊工業新聞社賞１編 

発 表 表彰論文等の記念講演、研究発表１１件 

 

概 要  

小泉編集委員会委員長の挨拶の後、 

・論文賞「効率的な点検を実現する不断水管内カメラを用いた AI 画像診

断に関する研究」が、東芝インフラシステムズ株式会社 

・奨励賞「知多浄水場の人材育成について」が愛知県企業庁へ贈られた。

続いて 

・日刊工業新聞社賞「管路工事に係る工事事務の効率化事例」が日刊工業

新聞社小松参与から一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会に贈ら

れた。 

続いて研究発表に入り、上記受賞記念講演のほか１１件の研究発表が

あり、活発な質疑応答が行われた。 

 

（１）．３ 経営・技術 合同委員会 

日 時 令和６年９月３０日（月） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 オンライン併用会議 
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出席者 経営委員会委員７名、技術委員会委員１３名 

議 題  

１）令和６年度工業用水道事業研究大会で討議する指定課題及び自由課

題の選定について 
２）その他 

概 要 

研究大会で取り上げる議題について、次のとおり決定した。 
指定課題 

１．工業用水道施設の新規整備に要する期間の短縮に向けた取り組みに

ついて（技術関係） 

２．更新工事における管路等施設適正化の検討（技術関係） 

３．管路（水管橋含む）の漏水対策について（技術関係） 

４．未売水の販売促進に係る取り組みについて（経営関係） 

５．企業債残高・内部留保額の適正水準について（経営関係） 

６．ユーザーの撤退に伴う協力金等徴収ルールについて（経営関係） 

自由課題 

１．ダクタイル鋳鉄管の内面塗装について（技術関係） 

２．省人化の取組について（技術関係） 

３．責任水量制から二部料金制への移行に伴う料金算定方法について

（経営関係） 

４．超過使用水量を出しているユーザーへの指導について（経営関係） 

５．多目的ダム等に係る管理費負担割合(アロケ率）の見直し（経営関係） 

６．最低契約水量の設定について（経営関係） 

 

（１）．４ 技術継承セミナー 

本セミナーは、協会事業の一環として全国の工業用水事業体にご協力

をいただきながら不定期に開催している。本年度は、技術研修の一環と

して、管路耐震化に伴う大口径鋼管の不断水接続に関する現場視察会を

開催した。（φ2100 不断水工事現場視察会） 

日 時 令和６年１１月２７日（水） 

場 所 鹿島工業用水道管路耐震化工事現場 

出席者 経済産業省 湯村計画官ほか１４名 

 

（１）．５ 関連産業委員会 

関連産業委員会は、協会事業の一環として毎年度、全国の工業用水事

業体にご協力をいただきながら、工業用水道施設の先進事例やご当地の

受水企業を視察し関連産業会員各位の研鑽の場としている。 

 ア 第１回関連産業委員会 

日 時 令和６年７月３日（水） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 
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出席者 田村委員長ほか１２名、オブザーバー METI 岸本係長１名 

議 題 

１）令和５年度関連産業委員会事業報告 
２）令和５年度関連産業委員会収支決算報告（案） 
３）令和６年度関連産業委員会事業計画（案） 
４）令和６年度 収支予算（案） 
５）工業用水道事業研究大会における関連産業会員による技術情報の

発表の実施方法（案） 
 

 イ 第２回関連産業委員会 

日 時 令和６年１０月３１日（木） 

場 所 岩手県 JSC(ジャパンセミコンダクター) ほか 

出席者 田村委員長ほか１５名、来賓 湯村計画官ほか３名 

    中里岩手県企業局長ほか１名、事務局３名 計２５名 

概 要 

地域産業構造転換インフラ整備交付金を受けて急ピッチで整備が進

む新北上浄水場及びその給水先である JSC（キオクシアは建設中）で

の工水の利水状況について現場視察した後、湯村計画官から「工業用

水道をとりまく最近の動向等について」と題して、現在の工業用水が

置かれている状況と進むべき方向性に関して講演をいただいた。 
 

（１）．６ 水道分野における官民連携推進協議会（第１回～第４回） 
ア 第１回協議会（三重県開催） 

・日 時 令和６年７月２３日（火） 
・場 所 三重県勤労者福祉会館（６階 講堂） 
・出席者 水道関係事業体３６名 
     民間企業９７名 
・事例紹介 箱根地区水道事業包括委託（第３期）について 
 

イ 第２回協議会（北海道開催） 
・日 時 令和６年９月１２日（木） 
・場 所 TKP 札幌駅カンファレンスセンター（３Ｂ会議室） 
・出席者 水道関係事業体３１名 
     民間企業６５名 
・事例紹介 箱根地区水道事業包括委託（第３期）について 

宮城県上工下水一体官民連携運営事業（みやぎ型管理運営 
方式）について 
 

ウ 第３回協議会（長野県開催） 
・日 時 令和６年１１月１１日（月） 
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・場 所 長野ターミナル会館（４階 国際ホール）

・出席者 水道関係事業体６３名

民間企業１２２名

・事例紹介 分野横断、広域連携 PPP について-包括委託などの事例か 
ら-東洋大学 
上工下一体コンセッション事業のメリット-みやぎ型事業 
運営からの気づき- 
宇部市公共下水道西部処理区運営事業（コンセッション） 
について

エ 第４回協議会（熊本県開催）

・日 時 令和７年１月２７日（月）

・場 所 くまもと県民交流館パレア（１０階パレアホール）

・出席者 水道関係事業体５０名

 民間企業  １４６名

・事例紹介 宮城県上工下水一体官民連携運営事業（みやぎ型管理運営

方式）について

荒尾市水道事業の包括委託について

（２） 出版に関する事業 

（２）．１ 工業用水道維持管理指針検討ＷＧ 

日 時 令和６年７月２４日（水） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 

出席者 １８名（リモート併用会議） 

議 題 １）アンケート結果報告について 

２）目次案について 

３）その他 

概 要 

現行版の工業用水道維持管理指針(2015)から約１０年が経過するな

か、技術継承に利するＤＸ やＧＸ を取り込み、全体をリニューアル

する必要性が高まったことから、工業用水道維持管理指針検討小委員

会(以下「小委員会」) を設け、必要に応じて会員へのアンケートを行

い、維持管理指針の構成、内容を取りまとめて、令和７ 年度中の完成

を目指す。これまでの施設管理を主とした指針から事業全体を包含し

た指針を目指し、特に、第１章に関して工水事業者の経営基盤の強化

を図る観点から大幅な構成変更を図る。

（２）．２ 編集委員会（第１回～第６回） 

ア 編集委員会（第１回） 
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日 時 令和６年４月２４日（水） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 

出席者 １８名（リモート併用会議） 

議 題 １）５月号の確認 

２）７・９月号の編集等について 

３）その他 

イ 編集委員会（第２回） 

日 時 令和６年６月２４日（月） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 

出席者 １９名（リモート併用会議） 

議 題 １）７月号の確認 

２）９・１１月号の編集等について 

３）その他 

ウ 編集委員会（第３回） 

日 時 令和６年８月２９日（木） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 

出席者 １９名（リモート併用会議） 

議 題 １）９月号の確認 

２）１１・１月号の編集等について 

３）その他 

エ 編集委員会（第４回） 

日 時 令和６年１０月３０日（水） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 

出席者 １７名（リモート併用会議） 

議 題 １）１１月号の確認 

２）論文賞及び日刊工業新聞社賞の選考について 

論文賞 東芝インフラシステムズ 

奨励賞 愛知県企業庁 

日刊工業新聞社賞 ダクタイル鉄管協会 

３）１・３月号の編集等について 

４）その他 

オ 編集委員会（第５回） 

日 時 令和６年１２月１９日（木） 
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場 所 日本工業用水協会 会議室 

出席者 １６名（リモート併用会議） 

議 題 １）１月号の確認、３・５月号の編集について 

３）第６０回研究発表会について 

３）その他 

オ 編集委員会（第６回） 

日 時 令和７年２月２１日（金） 

場 所 日本工業用水協会 会議室 

出席者 １８名（リモート併用会議） 

議 題 １）３月号の確認 

２）５・７月号の編集について 

３）その他 

（２）．３ 出版図書及び出版の企画 

ア 会誌「工業用水」No684～No689 号発行（５月号～３月号）

イ 広告募集の発信 

・令和６年５月２２日（水） 

会誌「工業用水（７月号）」暑中見舞い広告募集の案内発信。 

２０社団体から広告掲載の応募有り。 

・令和６年１１月５日（火） 

会誌「工業用水（新年号）」年賀広告募集の案内発信。 

２０社団体から広告掲載の応募有り。 

ウ ２０２４年版会員名簿の発信 

・令和６年７月１日（月） 

 会員名簿（２０２４年度版）PDF 版を送付するとともにホームページ 

を更新。 

エ 工業用水道実務必携２０２４の発行 

・令和６年５月 

 補助金交付要領改正等に併せて２０２４版を編集・発行。 

（３）工業用水道管・弁類等製造事業場の認定に関する事業

（３）．１ 工業用水道管・弁類等製造事業場の認定に関する事業 

事業体委員で構成される「管・弁類等製造事業場認定委員会により、製造

事業場の設置、検査法、品質管理等について審査を行った結果、次頁の１１

事業場を認定工場として承認した。 
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（３）．２ 工業用水道管・弁類の委託検査 

工業用水道で使用するダクタイル鋳鉄管、鋼管、硬質塩化ビニル管、弁類

等の検収検査を（公社）日本水道協会との協定により委託した。 

（４）団体保険に関する事業 

工業用水道賠償責任保険及び工業用水道機械設備保険について、賠償保険

２７件、機械保険６件の延べ３３件の加入状況となっている。 

（５）その他（情報の提供関連） 

① 資機材の備蓄情報の提供

令和６年３月末時点の工業用水道事業者における資機材の備蓄情報を

収集整理し、事業体会員はじめ全国の工業用水道事業体、経済産業省及

び(独法)水資源機構に情報提供を行った。（令和６年１１月２７日）

② 令和６年度 JIS K 0102 体系整備検討及び原案作成委員会参加

JIS K 0101（工業用水試験方法）と JIS K 0102（工場排水試験方

法）の統合を目指して、平成 30 年度から令和 5 年度にかけて検討と取

りまとめが行われ、JISK0102（工業用水・工場排水試験方法）シリー

ズが完成した。

令和６年度は、第 3 部（金属）及び第 4 部（有機物）について、分析技

術や機器分析計の進歩を反映するべく見直しの検討が行われた。

認定更新日 認 定 番 号 認　定　事　業　場　名 認定の対象となる製品の名称

6･5・7 第57号  大成機工㈱ 三田工場  水道用鋳鉄異形管

6･5･31 第49号  ㈱清水合金製作所  水道用弁類全般

6･8･12 第42号  ㈱清水鐵工所  弁類

6･9･20 第58号  日本ヴィクトリック㈱ 神戸工場  伸縮可撓継手

6･10･14 第2号  ㈱クボタ 京葉工場  ダクタイル鋳鉄直管

6･10･14 第3号  ㈱クボタ 阪神工場
 ダクタイル鋳鉄直管
 ダクタイル鋳鉄異形管
 ソフトシール仕切弁

6･10･14 第4号  ㈱栗本鐵工所 加賀屋工場
 ダクタイル鋳鉄管
 ダクタイル鋳鉄異形管

6･10･14 第15号  ㈱栗本鐵工所 堺工場  ダクタイル鋳鉄管

6･10･14 第29号
 JFEエンジニアリング㈱ JFE大径鋼
管㈱

 水輸送用塗覆装鋼管

6･10･15 第5号  日本鋳鉄管㈱ 久喜工場／高崎工場
 ダクタイル鋳鉄管
 ダクタイル鋳鉄異形管

7･ 1･29 第26号  東亜外業㈱ 東播工場  水輸送用塗覆装鋼管
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委員会の運営については、（一社）産業環境管理協会が事務局として実

施しており、当協会は委員として参画している。

③ 令和６年度下水試験方法改定調査専門委員会水質・汚泥試験小委員会参加

公益社団法人 日本下水道協会では、令和４年度から下水試験方法改定

のための当該委員会を設けて検討を行っており、当協会は委員として参画

している。

令和６年度は、具体的活動は行われず、令和８年度以降改めて活動再開

が予定されている。


